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７．販売管理マスタ保守 メニュー
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７．１ 販売店マスタ保守

販売店コード、名称の登録、更新、削除が行えます。

(1) 機能の入力
１．登録 ２．更新 ３．削除 ４．参照 のいずれかを、マウスでクリックして下さい。

１．登録 ： 新規に販売店情報を作成するときに使用します。

すでに登録されているコードは使用しないで下さい。

コードは、０１０ＸＸＸＸの７桁を使用します。

２．更新 ： 登録済みの販売店情報を更新するときに使用します。

３．削除 ： 登録済みの販売店情報を削除するときに使用します。
ここで削除しても、すぐにデータは消失しません。その月内であれば復活でき
ます。

４．参照 ： 内容を見るだけで、更新はできません。「問い合わせ画面」から入ったときは
このモードになります。
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(2) 内容の説明

・販売店名は、全角２０字＋２０字です。
・フリガナは、半角カナ文字で、１５文字です。
・住所は、全角２０字＋２０字＋２０字です。
・電話番号は、３個まで登録可能です。
・請求処理方法：

１：分割請求
２：実績請求

・契約状況 ：保安対応の契約項目
１の場合に、その契約があることを示します。

・ＣＯ測定 ：１の場合に、ＣＯ調査を行います。

・部品交換 ：１の場合に、部品交換を行います。
・ＦＤ契約有無：１の場合に、調査結果をＦＤで渡します。（前システムタイプ）

２の場合に、調査結果をＦＤで渡します。（新システムタイプ） 2010.11.09
・ハンディ出力：１の場合に、「調査ハンディ」に、マスター出力行います。
・加盟／脱会 ：１が加盟中です。

◎ 契約状況以下は調査ハンディで使用します。調査システムの販売店マスタと同じにしておい
てください。

◎ 補足
終了すると「請求書キーファイル作成」が自動実行されるので、次ページの画面が少しの間
表示されます。
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７．２ 商品マスタ保守

商品コード、名称の登録、更新、削除が行えます。

(1) 機能の入力
１．登録 ２．更新 ３．削除 ４．参照 のいずれかを、マウスでクリックして下さい。

１．登録 ： 新規に商品コードを作成するときに使用します。

すでに登録されているコードは使用しないで下さい。

コードは、ＸＸＸＸＸの５桁を使用します。

２．更新 ： 登録済みの商品情報を更新するときに使用します。

３．削除 ： 登録済みの商品情報を削除するときに使用します。
ここで削除すると、すぐにデータが消失します。
過去に売上した明細の品名が表示されなくなるので、通常は使用しないで
下さい。

４．参照 ： 内容を見るだけで、更新はできません。「問い合わせ画面」から入ったときは
このモードになります。
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(2) 内容の説明

・品名は、全角２０字です。

・ＨＴ売上：１の場合に、交換部品とみなし、「調査ハンディ」に名称を取込します。

・販売店単価 ：販売店向けの売上単価です。

・消費者単価 ：「調査用ハンディ」で「調査結果のお知らせ票」に印字する交換部品の単価
です。

・仕入単価 ：仕入単価の目安です。
・販売店在庫 ：１の場合に、部品の在庫管理を行います。

販売店マスタの「部品在庫管理＝１」と合わせて有効になります。

・連携コード ：「会計システム」と連携するときに、このコードを「科目コード」
とします。（未定）

◎マスターを変更したあとは、「保安システム」に連携するために、
「調査用マスターデータ作成」

の実行が必要です。
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７．３ 担当者メンテナンス

担当者コード、名称の登録、更新、削除が行えます。

(1) 画面

(2) 操作手順

① １．登録 ２．更新 ３．削除 ４．参照 のいずれかを、マウスでクリックして下さい。
１．登録 ： 新規に担当コードを作成するときに使用します。

すでに登録されているコードは使用しないで下さい。

コードは、ＸＸＸＸの４桁を使用します。

２．更新 ： 登録済みの担当情報を更新するときに使用します。

３．削除 ： 登録済みの担当情報を削除するときに使用します。
ここで削除すると、すぐにデータが消失します。

過去に入力した明細の担当名が表示されなくなるので、通常は使用し
ないで下さい。

４．参照 ： 内容を見るだけで、更新はできません。
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(3) 内容の説明

・担当名は、全角２０字です。

・所属に、支所番号を入力して下さい。

・保安に、１：調査員

２：事務員
を入力して下さい。
１を入力しないと、調査ハンディの使用ができません。

◎マスターを変更したあとは、「保安システム」に連携するために、
「調査用マスターデータ作成」

の実行が必要です。
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７．４ 得意先契約単価メンテナンス

交換部品に単価について、販売店固有のものがあればここで登録します。ここで登録したものは、
請求明細の作成時または、売上伝票の入力時に参照されて、売り上げ単価とします。

(1) 画面

(2) 操作手順

①はじめに、［得意先］［仕入先］のどちらかをクリックします。
上の例は、［得意先］を選択した場合のものです。

②得意先コードを入力します。
すでに登録されている内容があれば表示されます。

商品コードを入力すると、「標準単価」「仕入単価」が表示されます。
カーソルが、「契約単価」に移るので、登録したい単価を入力します。

◎「標準単価」「仕入単価」は、商品マスタに登録されている「販売店単価」「仕入単価」
が表示されます。

③１画面で、１０品目まで入力できます。画面をスクロールさせて、最大３０品目まで登録
が可能です。

④入力が終わったら、［Ｆ１０］を押してください。
更新してよいか聞かれるので、よければ、［ＹＥＳ］を選択します。
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７．５ 自振マスタメンテナンス

販売店の入金方法が自振りのときに使用します。

(1) 画面

(2) 操作手順

①得意先コードを入力します。
②入金方法以下を入力します。

◎ ［検索］で銀行の選択画面が開きます。
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７．６ 銀行名マスタメンテナンス

(1) 画面

(2) 操作手順

① １．登録 ２．更新 ３．削除 ４．参照 のいずれかを、マウスでクリックして下さい。

１．登録 ： 新規に担当コードを作成するときに使用します。
すでに登録されているコードは使用しないで下さい。

２．更新 ： 登録済みの担当情報を更新するときに使用します。

３．削除 ： 登録済みの銀行情報を削除するときに使用します。
ここで削除すると、すぐにデータが消失します。
通常は使用しないで下さい。

４．参照 ： 内容を見るだけで、更新はできません。
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７．７ 得意先マスタリストの印刷

(1) 画面

(2) 操作方法

①支所コードは、００にします。

②販売店コードは、任意に範囲指定を行って下さい。省略すると全部になります。
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(3) 印字サンプル
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７．８ 商品マスタリストの印刷

(1) 画面

(2) 操作手順
①商品コードで範囲指定を行います。

省略すると全部が対象になります。

②分類方法で、商品コード順か商品区分順かを選択できます。
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(3) 印字サンプル
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７．９ 得意先／仕入先契約単価一覧

得意先契約単価メンテナンスで登録した内容を一覧表にします。

(1) 画面

(2) 操作方法

①販売店コードで範囲を指定します。
省略すると全部が対象になります。

②任意の商品コードだけを取り出すこともできます。

③登録した日付範囲で範囲を指定することができます。

④業務区分は、「１」を指定します。
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(3) 印字サンプル
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７．10 預金口座振替得意先一覧表印刷

自振マスタメンテナンスで登録した、口座振替の販売店一覧を印刷します。

(1) 画面

(2) 操作方法

①営業所は不要です。
②範囲は、水戸保安センターの場合は、

「２」
「５１９」で固定です。

③条件以降は、任意に指定します。

(3) 印字サンプル

（ありません）


